
統合型GISの臨界点をめざして
共用空間データの構築～自治体GISを持続させるための課題

富田林市市長公室政策推進室浅野和仁　

　

　

　・庁内共有を進めるために

　・空間基盤データの構築

　・共用空間データの更新に向けて

日常業務の再確認　

　・都市再生街区基準点を補うために

星測点測量作業マニュアル

　・空間データの更新のために

数値地表モデルと精密オルソ

　・ＧＩＳをうまくまわしていくために

富田林市ＧＩＳ研究会

重要伝統的建造物群保存地区重要伝統的建造物群保存地区

『富田林寺内町』『富田林寺内町』

日本測地系　住宅地図
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製品仕様書

富田林市の共用空間データの整備イメージ

市道台帳現況図
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製品仕様書の地物要件定義書（真幅道路）
http://www.city.tondabayashi.osaka.jp/contents3/category06/gis/index.html

応用スキーマ識別 作成日：

版（バージョン） 作成者：

地 物 名 称 親地物

地 物 の 定 義

取 得 基 準

名称 定義 個数

道路現況線(ｋeijyou) 現況道路縁 1

名称 定義 個数

名称 定義 型 単位 定義域 様式 個数

種別(shubetsu) 地上・トンネルの区分 整数 1,2 1桁 1

精度区分(seido) 原典資料の精度 整数 1～4 1桁 1

間断区分(kandan) 間断フラグ 整数 0,1 1桁 0..1

入力年月日(input) 入力した年月日 文字列 10桁 1

削除年月日(delete) 削除した年月日 文字列 10桁 1

名称 定義

名称 定義 ロール名 個数 関連名 関係

制 約 条 件

そ の 他

2005/2/1

富田林市

富田林市空間データ応用スキーマ

第1.1版

GM_Curve

主題属性

型 定義域

名称は別途注記による

地物関連

関連属性

主題図形

型 個数

真幅道路(OG_ShinpukuDouro)

時間属性

型

空間属性

専ら車輌または人の通行の用に供することを目的とする道路の部分

現況道路縁を取得する｡交差点から交差点または、種別及び区分の変化点を１要素とする。

定義域

製品仕様書の地理的範囲に示した範囲

関連属性

役割名 関連する地物名

種別(shubetsu)

コード 内容 定義

1 地上 地上の道路

2 トンネル 道路のトンネル部分

間断区分(kandan)

コード 内容 定義
0 間断無し 道路表示を行う部分
1 間断有り 道路表示を行わない部分

精度区分(seido)
コード 内容 定義
1 1/500 1/500精度
2 1/1000 1/1000精度
3 1/2500 1/2500精度
4 その他 その他の精度

名称 定義 型

種別(shubetsu) 地上・トンネルの区分 整数

精度区分(seido) 原典資料の精度 整数

間断区分(kandan) 間断フラグ 整数

入力年月日(input) 入力した年月日 文字列

削除年月日(delete) 削除した年月日 文字列

主題属性



精度を管理した空間データ 精度区分１　=　１／５００精度区分２　=　１／１０００精度区分３　=　１／２５００①　1/500　　②　1/1000　　③　1/2500

操作バー

時間属性を管理した空間データ



共有する基盤データの更新
確認申請

開発協議

基準点測量

航空写真

測量成果による修正

地物の初期入力

「鮮度が命」

道路工事

後から「精度確保」

開発協議などの設計図書を元に、「道路」
と「建物」のレイアウトを作図する。

道路工事完了後、基準点を利用して位置
精度の高い測量を実施し道路図形を確定

する。

1月1日前後に航空写真測量により家屋
図形を確定する。

基準点を利用した道路測量と航空写真測
量による家屋図化により、位置精度や鮮
度の高い空間データが更新できる。

開発道路予定を作図

新設改良道路計画

建築確認位置落し 現地測量業務 航空写真測量業務

精度を維持（向上）するためのデータ更新

骨格（骨格（ 1/5001/500道路）データの更新道路）データの更新

建物（建物（1/10001/1000家形）データの更新家形）データの更新

その他データ（その他データ（1/25001/2500）の更新）の更新

道路台帳・上下水道台帳は従来より現地測量により地形を更新しているが、既存地形図を
ベースとしたオフセットによる取り付けを主体としていたため、経年更新による精度劣化が
生じていた。　 　⇒　基準点を設置し位置精度の高い現地測量基準点を設置し位置精度の高い現地測量を実施する。

課税目的で毎年1月に撮影する航空写真（1/8000、オバーラップ60％、サイドラップ30％）
を用いた航空写真測量図化により家形データを作成・更新（目視予察⇒修正図化）してい
る。（図化更新は撮影の翌年度）　

　⇒　建物の異動判読（差分の自動抽出差分の自動抽出）と自動図化自動図化により、撮影年度内の図化を実現する。

⇒　航空写真（1/8000、オバーラップ60％、サイドラップ30％　）の全画素ステレオ処理によ
り作成される高精度の精密オルソ画像を用いた更新図化精密オルソ画像を用いた更新図化（マップデジタイズ等）を行う。

さて、どうしようか。



骨格（1/500道路）データの更新

基準点を活用し、高精度の基準点を活用し、高精度の1/5001/500空間データを更新する空間データを更新する

都市再生街区基本調査による街区基準点を最大限活用するとともに、ＤＩＤ（人口集中地
区）外部には、独自に制定した「RTK-GPS単点観測による基準点（星測点）測量作業マニュ
アル 」等により基準点を積極的に設置し、空間データの骨格となる道路を測量する。

富田林市のＤＩＤは市域の１／３

市域の２／３には独自に基準点を整備する必要がある

「RTK-GPS単点観測による基準点（星測点）測量作業マニュアル」を作成

RTK-GPS単点観測による基準点（星測点）測量の観測仕様

• 既知点とする電子基準点

– 作業地域に最も近い３点以上

• 使用衛星数

– ６衛星以上

• 観測回数(FIX解獲得後)

– 連続10エポック以上

• データ取得間隔

– １秒

• GPS衛星の最低高度角
– 15°を標準

• 観測方法

– 三脚使用

– 路線を決めて往復観測を原則
– 往復観測の間隔は１時間以上

• 精度基準

– ２回観測の較差の許容範囲
• 水平(⊿Ｘ,⊿Ｙ)　 20mm以下

• 高さ(⊿Ｈ)　　　　 40mm以下



１８年度道路現況測量業務における星測点の配置

星測点を与点とした基準点網図

街区基準点

星測点２

星測点４

星測点６

閉合差　0.007ｍ

路線長　　506ｍ

閉合差　0.027ｍ

路線長　　831ｍ

閉合差　0.000ｍ

路線長　　594ｍ

閉合差　0.015ｍ

路線長　　496ｍ

閉合差　0.017ｍ

路線長　　303ｍ



道路以外のデータの更新

航空写真を活用し、簡易に空間データを更新する航空写真を活用し、簡易に空間データを更新する

地形図は言わば、航空写真に含まれている要素をデフォルメしたものと言える。
地形図として多くの地物を取得すれば利用の際に便利にはなるが、それだけ作成と更新
に手間がかかることになる。富田林市では基盤となる地形地物を必要最小限に抑える代り
に、航空写真の充実を図っている。
さらにモザイク処理を必要としない高精度の精密オルソの採用しており、航空写真からの
マップデジタイズで地形図を更新する。

全画素ステレオ処理により高密度ＤＳＭを作成⇒ＤＴＭ

デジタルオルソ、精密オルソ、異動判読、自動図化

自動化による工期短縮　・　写真と家形のマッチングにより課税漏れの解消

１、従来、課税客体の評価として作成していた航空写真（撮影縮尺１/８０００）を２００２年度からデ
ジタル化し、多くの部署で利用できるようにした。さらに２００４年度からは、整備目的を変更し共
用空間データとして企画部門で整備することとした。

２、さらに２００５年度からは従来の撮影方法（１／８０００アナログカラー・オーバーラップ６０％・サ

イドラップ３０％）のままで、高密度（２０㎝メッシュ）で標高データを取得できる全画素ステレオ処
理を採用する。

　３、２００６年度には全画素ステレオ処理に空中三角測量成果を反映させることで一層の精度向上
を実現する。

富田林市のデジタルオルソ

地形図

標高データ
５０ｍメッシュ

航空写真

デジタル
オルソフォト

空三成果

地形図

航空写真

精密
オルソフォト

空三成果全画素
ステレオ処理



デジタルオルソ 精密オルソ

実測データによる検証実測図（都市再生基準点を利用）デジタルオルソと実測図 精密オルソと実測図



実測データによる検証実測図（星測点を利用）デジタルオルソと実測図 精密オルソと実測図
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「地図を使えば便利になる」ということ

アナログ人間のためのアナログ的地図カタログ地図カタログを作成し、庁内周知を図る。

市役所の仕事を動かしているのはデジタル人間デジタル人間だけではない。

ア
ナ
ロ
グ
的
「
地
図
カ
タ
ロ
グ
」
を
作
ろ
う



「地図を使えば便利になる」ということ

地図を必要と考える人を増やしていく。地図を必要と考える人を増やしていく。

地図が業務に欠かせないという環境を醸成する環境を醸成する。

地図を使った業務の有効性をゆっくりと確実に広めていく確実に広めていく。

地図の活用や地図を使った業務の改善業務の改善に意識を向けていただく。

アナログ人間のためのアナログ的地図カタログ地図カタログを作成し、庁内周知を行う。

市役所の仕事を動かしているのはデジタル人間デジタル人間だけではない。

ＧＩＳの臨界点をめざして

・共有化した空間データ（基盤地図）を職務の中で、更新する仕組みを作る更新する仕組みを作る。

・地図を使った管理、分析、資料整理等を日々の業務になじませる日々の業務になじませる。

・ＧＩＳを操作し地図を整備、編集できる環境を整える環境を整える。

・地図も人も陳腐化させないために地図も人も陳腐化させないために

人材が育つ



ありがとうございました。

584-8511大阪府富田林市常盤町1番1号
Tel 0721-25-1000  Fax0721-20-0200
　plan@city.tondabayashi.osaka.jp

市長公室　政策推進室

http://e-ezu.city.tondabayashi.osaka.jp/


